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シ ン ポジ ウム 開催の 趣 旨お よび経過

中村　俊夫

名古屋大学年代測定総合研 究セ ン タ
ー

　名古屋大学年代測定総合研 究セ ン タ
ー

は ，2000 年 4 月 1 日に ，名 古屋 大学年代測 定資料研 究セ ン

ターを改組 し，タ ン デ トロ ン 年代測定研 究分野 と新た に新年代 測定法 開発分野 を加 えた 2 グル ープ

の 構成 で ，最先端の年代学研 究 を推進 し，そ の 成果 を 学 内共 同利用 研究教育 に利 用す る事 を 目的

と して 出 発 した ．こ の 間 ，タ ン デ ト ロ ン加 速器 質量分析 年代測 定装置 の 利用 状況 の 報 告や独 自の

研 究推進 の 紹介に か か わ る シ ン ポジ ウム を毎年 実施 し て きた．こ の セ ン タ
ー

は，2006 年度末 で設

立後 7 年 を迎 え るた め ，こ れ ま で の 歩 みを振 り返 り，さらに今後 の 展望 を開 くた め に ，こ の 度，国

際 シ ン ポ ジ ウ ム 「lnternational　 Symposium 　 on 　 Radiometric　 Dating　 Studies−Frontier　 of 　Technical

developments　and 　Applications　ofCHIME 　and 　AMS 　
i4C

　Dating　Methods −」　（放射年代研 究 に 関す る 国際

シ ン ポ ジウム ーCHIME 法お よび AMS 　
14C

法 によ る年 代学研 究の 技術 開発 と応 用研 究の 最先端）を ，

2007 年 15−16 日の 2 日間に わ た っ て 開催 した．また ，
シ ン ポジ ウム の 第 2 部 と して ，日本語 を主体

と した年 代測 定総合研究 セ ン ター
シ ン ポジ ウム を開催 した．こ の ま とめ は，シ ン ポ ジウム の 第 2 部

に 関す る こ とで ある ．

　 タ ン デ トロ ン 加速器質 量分析計年代測定装置の 利 用や研 究推進 にか か わ る シ ン ポ ジ ウム は ，毎

年 開催 し て お り，今回で 第 19 回 を迎え る．こ こ で は，毎年 ， 卒業論文 ，修士 論文 ，博 士論 文 に 関

連 して，平均的に そ れ ぞ れ， 4 件 ， 4 件， 1件程度 の 報告 が あ っ た．ま た同 時に ，学外 の 講 師 2 名

程度に よ る特別講演をお願 い して きた ．い ずれ も年代 を利用す る研究 で あ り ， 当セ ン タ
ー

の 今後

の 研 究の 進路 を決定す る うえ で ，大変参考 に させ て 頂い て きた．今 回 は ，タ ン デ トロ ン 年代測定

研 究分野 に関連 して ，例年 どお り学外の 講師 2 名 に よる特別講演 をお 願 い した．お 忙 し い 中で，

ご講演を 快諾 して 頂 い た 先生 方に感 謝の 意 を表 します．

　さ て ，1996−97 年 に導入 され た
14C

測定専用 の 高性能 の タ ン デ トロ ン 加速器 質量 分析計 2 号機 （

加速器年代測 定 シ ス テ ム ，第 2 世代機）は ，1999 年 ll 月 か ら
14C

測 定を 開始 し，2000 年 ，2001 年

と順調 に稼働 し て き たが ，2002 年 に は 1 月 の 始 め に 加 速器 の 重 大な故障が発 生 し ， 測定 が停止 し

た．定常的な測定が 再開 で き た の は 9 月 の 後半か らで あ っ た ．し か し，そ の 後 は ほ ぼ1頃調 に稼働

し，2005 年 11 月 末時点 で 測 定 した タ
ー

ゲ ッ トの 総数は ］万 個 を超 えた ．そ の 後，2006 年に入 っ て

前半の 半年は，順調 に稼働 した が ，6 月か ら高電圧 の 発 生装 置が 故障 し ， 測 定が全 くで き な くな っ

た ．こ の 故障に つ い て は ，今回 の シ ン ポ ジ ウム で 詳 し く紹介 され て い る の で 参考 に して頂 きた い ．

一86一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Nagoya University

NII-Electronic Library Service

Nagoya 　UnlverSlty

加速器 タン クをオープ ン して ， 高電圧 発生部を くまな く点検 し ， 不良部品 を交換 したが ，そ の 後 も，

同様 な動作不良が継続 して い る．本年度末 の うちに故障原因を確定 したい と調査 を進めて い る，

　こ の よ うに ， 加 速装置の 部分 は動作不 良で あ るが，
且4C

測定の 性能 に関 して は ， 名古屋大学の タ

ン デ トロ ン 分析計は測定精度 が高 く， 1 万年前よ り新 し い 試料 で は年代の 誤差が ± 20−一± 40 年 と

小 さ く，測定結果の 再現性 もほぼ ± 05 ％以下 とな っ て い る 。測定時 間は，精度を優先 させ て
一

試

料 あた り 30分測定 を 3 回繰 り返 し て お り，合計で 90 分程度を か けて い る ．また ，試料調製か ら
14C

／
12C

，
13Cf12C

比 の 測定 ま で の 完璧 な処理 ・操作が，高精度，高正確 度の 結果を保 証す るは ずで あ

る ．当セ ン タ
ー

で は 大 学の 研 究機 関 と し て ， 高精度，高正 確度の
14C

測定 を最優先課題 と して 取 り

組ん で い る． また ，こ うした高性能の 第 2 号機 を用 い た年代研 究 へ の 利用 は 着実 に 進 ん で お り ，

さまざま な分野で年代や編年 に関す る新 し い 知見 が得 られ つ つ あ り， 加 速装置の 部分の 完全な修

理 が待 た れ る と こ ろ で あ る ．

　新年代測 定法 開発分野 の 主 要装置で ある CHIME 年 代測定 シ ス テ ム も同様に ， 世 界最先端 の 性 能

を維持 し て お り，様 々 な研究 に利用 され て い る．CHIME 年代測定 シ ス テ ム の 諸性 能や応用研 究 に

つ い て は ，今 回 の 第 1 部 の 国 際 シ ン ポジウ ム で 報告 が あ っ た とお りで あ る．

　セ ン ターシ ン ポ ジ ウム で は ， 2 件の 特別 講演をお願 い した．始 めに ，国立奈良文 化財研 究所 の 松

井　章先生 に 日本 の 縄文貝塚 遺跡 の 考古学的な研究例 と し て
，

「佐賀市東名遺跡 の 年代 とその 問題

点」 と題 して ご講演頂い た ．同遺跡 は，現在，有 明海 の 現 海岸線か ら約 16km 隔た っ た 内陸部 に あ

るが
， 遺跡が栄 え た 当時 ，約 8000 年前か ら 7500年前頃は海岸線に位置 し，シ ジ ミ，アゲ マ キ ，ハ

イガイ ， カ キが食糧資源 とし て た くさん採 取で きた らし い ．こ れ らの 貝殻 が数 メ
ー

トル の 厚 さに積

も っ て 貝塚 を形成 して い る．東名貝塚遺跡 の 特徴は ， 出 士 した 編みカ ゴ の 数 に あ る．2006 年末まで

には，遺跡全体で ， 400 点を超 え る編みカ ゴ が 出土 して い る．カ ゴ を編 む技法 も，さま ざま で あ り，

縄文時代 の 人 々 が，用途 に応 じて （？） さま ざま な工 夫 を凝 らしてカ ゴ を編ん だ事が うか が え る．

ま た ， ドン グ リの 貯蔵 穴が 100 基以上 も発 掘され て お り， そ の 中か ら ， 編みカ ゴ や木器 な どが 出土

し て い る ．こ の よ うに ， 栄えた 遺跡 で あ っ た が ，8000・− 7500 年前 の 温 暖化に伴 う急速 な海水面 の 上

昇に よ り，遺跡 全 体が 沈水 したため放棄 され た ら し く，継続す る よ うな遺跡 ・遺構 は近 隣に は 見つ

か っ て い ない ．なお ， こ の よ うに貴重な遺跡が ，
一

部 は保存対策 が行 われ る もの の ，洪水対策の た

め の 貯水池 に 変 わ ろ う と し て い る．万全 な保存対策 が行 われ る こ とを期待する ，

　 2 つ 目の 特別 講演で は ， 金 沢大 学文学部 の 藤井純夫先生 に 「遊牧 と灌漑の 年代 ： ヨ ル ダン 南部 ジ

ャ フ ル 盆地 の 調査か ら」と題 して ご講演頂 い た ，昨年度 は ， 筑紫女学 園大学文 学部ア ジア文 化学科

の 大津忠彦 先生 に ， イ ラ ン に お け る考古学的発 掘調 査 の 現況 に っ い て ご紹介 い た だ い た ．大 津 先

生 は ，発掘 よ りも ， 準備段階で の 困難，相 手方 に調査 の 目的 を理 解 させ 調査 の 許 可 を得 る こ と の

難 し さを 強調 された が
， 藤井先生 も同様 の 問題 に 直面 された よ うで あ る．さて ， 藤井先生 は， ヨ

ル ダン 南部 の ジ ャ フ ル 盆 地 に お け る ヒ ツジ 遊牧 の 起源 に 関す る遺跡 調査 を実施 され て い る ．定 住

し ない 遊牧民 が残 し た 墓地 遺跡を丹念 に調 べ る こ とで ，初期遊牧民 の 集 落が 6500− 6000BC 頃に存
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在 した こ とが 考古学的に 推 定 され て い る ，これ らの 墓地遺跡 で 採取 され た炭化物試 料な どは ， 当セ

ン ター
で 年代測定す る準備が 進ん で お り ， 理化 学的な年代 と の 比較が ま もな く可能 にな る．藤井先

生 は ，墓地 遺構 の 形態の 変遷 か ら，遺跡の 考古学的編年 を推進 されて お り， 先 土器新 石器 文化 C か

ら前期青銅器 時代まで の 約 4 年年 間に わた る墓制変遷の 大枠を明 らか に した と され て い る．報文 を

い ただい たの で ，
ご興味を持 たれ る方は 是非 ， ご一

読願 い た い ．

　シ ン ポ ジ ウ ム の 始 め に ， 名 古屋 大学加速器 シ ス テ ム の 現状 の 報告 が あ っ た ．加 速器 年代測 定 シ

ス テ ム 2 号機は ， 2002 年の 前 半年は 大き な故 障に苦 しん だ が 9 月 中旬以 降は順調 に稼働 して きた ．

しか し，2005 年 11 月 に は ， 加 速器 の タ ン クを 3 年半ぶ りに開 い て 修理が お こ なわれた，こ の よ う

な故障に もか か わ らず 2005 年 ll月末 に は，測 定 した ターゲ ッ トの 総数が 1 万 個を超 えた．残 念な

が ら，2006 年 の 6 月 に，加速器 の トラブ ル が発生 して継 続 し，卒業研 究，大学院修 了研 究に 支障が

で て い る との 報 告が あ っ た，

　次 に ，
一
般講演 とし て ，樹木年輪 中に刻 まれた

14C
濃度か ら太陽活 動 の 周 期性 を探 る研 究，地 下

水 の 同位 体化学 的手法 に よる研究 ，山津波や火 山噴火な どの 研 究 を含め て 14 件の 講演 を して 頂い

た．こ れ らの 報告 は ， 公演後 の 活発 な議論 が行 われ た こ とか らも推察で き る よ うに ，研 究者お 互

い の 刺激材料に な る と期待 され る ．ま た ，公 開講演会で あ る こ とか ら，
一

般の 方 々 に 対 して も，

名古屋 大学の 年代測定装置を核 と して様 々 な研 究が推進 され て い る こ と をア ピ
ー

ル で きた もの と

期待する．残念なが ら，当セ ン タ
ー

を利 用 され なが ら報告会 に は参加 され な い 研 究者 も見 られ る 。

次回 に は ，是非，ご参加 の うえ，ご報告をお願 い した い ．

　今 回 の シ ン ポジ ウム で の 講 演に つ い て ，講演内容を ま とめ た論 文 を 寄稿 し て い た だ い た ，表 1

に示 すプ ロ グラ ム の なか で ，
＊印が つ い た も の で あ る．今後 の 研 究の 参考に し て い た だ きた い ．

表 12006 年度名古屋 大学年代測定総合セ ン タ
ー

シ ン ポジ ウム プ ロ グラム

［特別講演］
＊ 1 ．松井　章 （国立 奈良文化財研 ）

　　　　　　 佐賀市東名遺跡の 年代 とそ の 問題点

＊ 2 ．藤井純夫 （金沢大文 ）

　　　　　　 遊牧 と灌漑 の 年代 ： ヨ ル ダン 南部 ジ ャ フ ル 盆地の 調査か ら

［
一

般言冓演］
＊ 3 ．中村俊 夫 （名大年代測 定セ ）

　　　　　 　 名 古屋 大学 タ ン デ トロ ン 2 号機 の 現状 と利用 （2006 年 ）

＊ 4 ．宮原 ひ ろ子 （名大年代測定セ ）
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放射性炭素測定に よ る太 陽活動周期性 と極小期

＊ 5 ，永治健太郎 （名 大太陽地球研）

　　　　　　 紀 元前 5 世紀の 宮崎ク ス ノ キ材年輪中の
14C

濃度 の 測定

＊ 6 ．安原正 也
1 ・高橋 　浩

1 ・稲村 明彦
1 ・高橋正 明

1 ・牧野 雅彦
1 ・半 田宙子

1 ・林

俊 夫
3 ・太 田友 尸 （

1
産総研 ・2

東大院新領域
・3

名大年代測定セ ）

　　　　　　 関東平野 中央部 の 高 C1
一
濃度 地下 水 に関す る同位体 的研 究

武 司
P’・中村

＊ 7 ．後藤晶子
・
鈴木和 博 ・中村俊夫 ・池 田晃子 （名大年代測定セ ）

　　　　　　 地質学 、 年代学に よ る伊吹 山地 域に伝わ る河道 閉塞 の 伝承 へ の ア プ ロ
ー

チ

＊ 8 ．奥野　充 （福岡大理 地 球圏科学）

　　　　　　 熱ル ミネ ッ セ ン ス と放射性炭 素法 を用い たル ソ ン 島 （フ ィ リピ ン 共和 国）の 火 山活

　 　　　　　 動 に 関す る年 代学的研究

＊ 9 ．南　雅 代
1 ・中村俊夫

1 ・平 田和 明
2 ・長 岡朋 人

2 ・鵜澤和宏
3

（
1
名大年代測定セ ・2

聖 マ リ ア

ン ナ 医科大学 ・3
東亜大学）

　 　　　　　 鎌 倉由比 ガ浜埋葬人骨お よび獣骨の 地球化学的研 究

＊ 10 ．松中哲也
⊥ ・西村弥亜

1 ・渡邊隆弘
2 ・中村俊 夫

2 ・寺井久慈
3 ・中野 志穂

3 ・Zhu　Liping　4 （
1

　　　　　　 東海大院海洋 ・2
名大年代測定セ ・3

中部大院応用生物 ・41nstitUte 　ofTibetan 　Plateau

　　　　　　 Research
，
　Chinese　Academy 　of 　Science

，
　China）

　 　　　　　 チ ベ
ッ ト ・プ マ ユ ム ツ オ湖 の 柱状 堆積物 に見 られ る年代逆転 に 関す る

一
考察

＊ 1 ／．渡邊隆広
1 ・中村俊夫

1 ・西村弥亜
2 ・河合崇欣

3
（
1
名大年代測定セ ・2

東海大院海洋 ・3
名

　　　　　　 大院環境）

　　　　 　　 シ ベ リア ・チ ベ
ッ ト地域 の 湖 沼か ら採取 した湖底柱状堆積物 の 放射性炭素年代測定

12 ．三 原 正 三
1 ・黒坂禎 r．1 ・中村俊夫

2 ・小 池裕 子
1

（
1
九 大院比 較社 会文化 ・2

名大年代 測定

　　 　　　 セ ）

　　 　　　 古人骨試料の年代測定一妙音寺洞穴人骨試料の 前処理 に つ い て
一

＊ 13 ．大森貴 之
1 ・中村俊夫

2
（
1
名 大院環 境 ・2

名大年代 測定セ ）

　　　　　　 中近東 ア ナ トリア地域 にお け るカ マ ン ・
カ レ ポ ユ ッ ク遺跡の 文化編年

＊ 14 ．尾嵜大真
1 ・小 林謙

一 ・坂本稔
／ ・中村俊夫

2 ・木村勝彦
3 ・荒川 隆史 （

1

歴 博 ・2
名大年代

　　　　　　 測 定セ ・3
福 島大 ・4

新潟 県歴史博物館）

　　　　　　 炭 素 14 年代法 に よる新潟 県青 田遺跡 の 年 代研 究
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＊ 15 ，西本 　寛
1 ・中村俊夫

2
（
1
名大院環境 ・2

名大年代測定セ ）

　　　　　　 富 山県氷見市大境洞窟 遺跡 か ら採取 した木 質炭化物 の
14C

年代測 定

＊ 16 ．坂本 　稔
1 ・今村 峯雄

1 ・松崎浩 之
2
（
1
歴博 ・2

東大院 工）

　　　　　　 茨城県牛久市観 音寺 に お ける 炭素 L4年代測定

＊ 17 ．小 田寛貴
1
、三 浦太 一 2

、 中村俊夫
1

（
i

名大年代測定セ 、
2
高 エ ネル ギー加 速器研 ）

　　　　　　 伝説 と 、 遺跡 と文書と C14一村松 白根遺跡出土遺物 の 年代測定一

注）講演番号 8 と 9 ，及び 12 と 13 は ，それぞれ 2 つ の ご講演 を
一

っ に ま とめ て 報告原稿 を作成

し て頂 い て い る．

一90 一
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